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I

A

;バ
ヴ
：
ェ
ル>
.的
攻
擊
の
類
型)

o
:.
と
と
で
：は
ネ
エ
ー.ム
_

身
で
は
な 

こ
.の
類
^-
の
'ロ
. 

Iザ
.ン
.
.
'
ヌ
的
変
里
と
し.*1
:
.の
：パ
'
'1/
.
.丨
ト
が
-と
'り
あ
げ
ら
れ
て
い. 

る
。
お
そ
ら
く
ボ
エ
：丨.ム
の
枇
判
は
あ
：ま
グ
に
有
名
で
あ
り
、
本
書
中
の
他
の
'

■，
個
所
で
し
ば
し
ば
言
及
さ
れ

P

い
る
か
ら
で
あ
ろ
ぅ
。
.
こ
の
類
型
は
あ
る
棰
の 

::

価
^

^
が
：経
済
学
^

般
讷
理
論
体
系
：の
基
礎
と
じ
て
必
要
で
^

る
こ
と
を
み
、
 

と
也
る
が
、.；
マ
ル
ク
ス
価
値
論
は
事
実
と

1

致
し
な
.い
役
に
立
た
ぬ
理
論
で
あ/ 

り
、
し
た
が
っ
て
又
彼
の
全
体
系
は
こ
れ
に
よ
っ
て
^

^
す
る
と
み
る
。•，
.第
一' 

の
類
塑
は
、
第j

の
類
型
と
同
じX
価
値
論
そ
の
も
め
の
：必
要
性
は
こ
.れ
を
否 

、
定
し
な
が
が
、

マ.ル
ク
ス
価
^
1
:は
無
効
で
あ
る
；と
す
る°
^

か
し
、
：
こ
れ
に
：
 

よ
っ
て
彼
の
体
系
が
た
だ
ち
に
崩
壊
す
る
と
は
み
な
い
点
で
第

.一
の
類
型
'と
異
：
 

な
る
。
す
な
わ
ち
、㈠

マ
ル
ク
ス
価
値
論
が
.限
界
効
用
理
論
に
よ
っ
て
と
マ
て 

か
わ
ら
九
る
■か
、
あ
る
い
は
こ
れ
：と
和
解
さ
れ
る
こ
と
.に
よ
っ
X
彼
の
体
系
は 

支
持
さ
れ
ぅ
る
と
み
た
り'(

そ
.の
代
表
者H
修
茈
主
義
者
，

ベ
.：

ル
.シ
シ
，
ュ
.タ
ィ
. 

ン)

、
.
㈡
マ
ル
ク
ス
価
値
論
は'他
の
価
値
論
が
そ
の
嵐
す
体
罙
に
'お
い
て
演
じ 

，
る
の
と
は
全
く
異
な
る
役
割
を
演

P

て
い
る
と
み
る
：

(

そ
の
代
表
者=

リ
ン
ゼ
：
'

ィ
及
び
ク
ロ
ー
チ
ェ

)

。
第
三
の
類
型
は
第一

、
.第
二
の
類
型
と
全
く
異
な
り
、 

従
来
の
伝
統
的
意
味
で
の
価i

を
す
'ベ
て
否
定
す
.る
。

マ

ル
ク
ス
砠
砠
㈱

に 

つ
い
て
い
え
•は
、
そ
れ
は
彼
の
体
系
に
お
け
る
無
用
且
つ
有
害
で
す
ら
あ
る
賛

.

. 

物
で
あ
る
と
み
な
し
、•そ
の
論
証
に
つ
と
め
る

(

そ
の
.代
表
者
=
.ラ
ン
ゲ
、

シ 

ユ
レ
'ジ
ン
ガ
ー
お
よ

び
.ロ
ビ
ン
ソ
ン
女
史

)

。
•

ミ
ー
ク
の
論
述
は
第
三
の
類
型
の
部
分
が
く
わ
し
い
。
し

.か
：し
い
.ま
こ
こ
，で 

そ
れ
を
顧
介
す
る
余
裕
枝
な
ぃ
。

一
言
す
る
忆
と
ど
め
る
。

ラ
ン
；ゲ
社
マ
ル
タ

.

1

一
〇

(

六
六
ニ) 

•

ス
：経
済
学
に
本
い
て
す
ぐ
れ.た
点
を
^
済
発
展
の
理
論
を
提
供
し
た
点
に
見
出 

_ 

:

し
、.：
免
働
価
値
説
は
む
し
ろ.一
般
経
i

衡
の
静
態
理
論
に
ほ
が
な
ら
な
い
か 

ら
、
ブ
；ル
ジ
：.-
3
ア
経
済
学
に
疴
す
る
マ
：ル
ク
ス
経
済
学
の
優
位
の
源
泉
た
り
え 

な
い
と
す
る
'.
0

ミ
I
ク
は
こ
れ
に
対
し
て
、

マ
ル
タ
ス
経
済
学
.に
は
ラ
ン
ゲ
の 

考
え
て
い
る
よ
う
な
静
態
お
よ
び
，動
態
の
区
別
：は
存
し
な
い
と
い

.う
0
ち
な 

.
負

ラ
ン
ゲ
，を
批
判
し
た
個
所
で.、

ミ
'丨
ク
が
近
_

済
学
を
全
面
的
に
は 

否
定
せ
ず
、
'
.
マ
ル
ク
ス
経
済
学
よ
り
も
す
ぐ
れ
た
理
論
活
動
を
示
し
て
い
る
領 

域
の
存
す
る
こ
と.を
.み
と
め
て
い
る
の
は
注
目
さ
れ
る

(

P
.
2
2
00)

。
.シ
ュ
レ
ジ 

ゾ
ガ
ー
の
批
判
は
マ
ル.ク
：ス
価
値
概
念
を
独
自
に
：解
釈
し
、
'そQ

価
値
論
に
お 

.
け
る
質
的
局
.面
よ
り
も
量
的
局®
-が

よ

り|

膚
不
安
定
で
あ
る
と
み
な
す
。

ミ 

丨
.ク
自
身
は
^ .
ネ
レ
ジ
V
ガ
ー
が
俯
簡
題
の
質
的
局
面
に
一
般
の
.関
心
を
ひ 

音
つ
：.け
た
^

に
そ
の
功
績
を.み
と
.め
な
が
ら
も
.

(

じ
つ
は
ミ
ー
ク
自
身
の
理
解 

に
お
い
て
も
こ
の
方
面
が
薄
弱
で.あ
るこ

： .

と
.は
、
彼
自
身
こ
れ
を
：み
と
め
て
い 

る
よ
：う
で
あ
るo)

、
fi
的
局
面
の
重
要
性
を
主
張
す
る0

Ta
ビ
ン
ソ
ン
の
批
判 

は
要
す
る
に
労
働
価®

は
神
秘
主
義
で
あ
り
、
呪
文
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で 

あ
り
、
漬
極
的
^-
は
こ
れ
に
か
わ
り
う
る
も
の
と
し
て
ヶ
ィ
ン
ズ
の
労
働
¥
位 

論
が
支
持
さ
れ
て
い.る
0こ

'：

の
批
判
は
、ゾ

ュ

レ

ジゾ

ガ

！
の
そ
れ
と
正
反̂
 

に
、
' 偭
簡
題
の
質
的
側
面
を
全
く
無
視
す.る
も
の
で
あ
る
。
.
マ
ル
ク
ス
の
価 

鉱
概
念
は
労
働
単
位
論
で
考
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
ハ
ン
デ
ィ
な
計
算
単
位
を 

提
供
す
る
た
め
の
も
の
で
は
な
い
。
.
ヶ
ィ
\
ズ
に
お
い
て
ば
マ
ル
ク
ス

(

や
リ 

力
ー
ド)
に
み
ら

.れ

.
る
総
生
産
物
の
諸
階
級
間
へ
の
分
齠
問
題
が
存
し
な
い 

し
、
：
又

相

対

標

論

も

存

し

な

い

。
労
働
価
値
説
の
存
在
理
由
は
こ
れ
ら
の
問

題
の
解
明
の
基
礎.と
众
る
点
に
存
す
る
。

ミ
ー
ク
は
と
く
に
：価
値
論
の
存
在
理 

由
を
分
配
論
の
基
礎
原
理
た
る
点
に
見
出
し
、

こ
れ
を
し
ば
し
ば
強
調
し
.て
い 

る

(
p
p
.

 

2
2
9
-
3
0
,

 

P
 

2
3
?
7
し
。

こ
の
見
解
は
ド
ッ
ブ
と*

?1
で
あ
る
。

第
七
羞
-

—

.

ミ
1
ク
は
も
ち
ろ
ん
マ
ル
ク
ス
の
敏
値
論
が
す
べ
て
の
点
で
完
全
無
欠
で
あ 

る
と
は
考
え
て
い
な
い
。
現
在
あ
た
え
ら
れ
て
い
る
価
値
論
は
、
商
品
生
産
の 

発
展
の
あ
る
特
定
の
段
階
、
す
な
わ
ち
競
争
的
資
本
主
義
の
段
階
.の
分
析
を
本 

来
の
目
的
と
し
て
い
る
。

マ
ル
ク
ス
価
値
論
は
、
前
資
本
主
義
、
独
占
資
本
主 

義
、
お
よ
び
社
会
主
義
の
段
階
に
も
適
用
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
つ
て
、 

き
わ
め
て
多
く
の
仕
事
が
の
こ
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
適
用
は
.マ
ル
ク
ス
主
義
者 

の
本
来
の
義
務
で
あ
る
と
の
ベ
ら
れ
て
い
る

(p
p
.
.
2
4
1
1
2
.)。

そ
の
意
味
で
ミ 

.

.丨
ク
自
身
に
よ
る
マ
ル
ク
ス
.価
値
論
の
独
占
資
本
主
義
お
よ
び
社
会
主
義
の
段 

階
へ
の
.11

®

用」

が
m

i
さ
れ
て
い
る
第
七
韋
は
最
も
注
目
さ
れ
る
が
、

こ 

こ
で
は
む
し
ろ「

1

用」

の
た
め
の
き
わ
め
て
基
礎
的
，な
知
識
が
.マ
ル
ク
ス
、
 

エ
ン
ゲ
ル
ス
、

レI
 

ニ
ン
於
よ
び
ス
タ

I
リ
ン
な
ど
の
典
诞
に
も
と
づ
い
て
展 

開
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
つ
て
、

い
ま
だ
に
そ
の
具
体
化
と
い
う
と
こ
ざ
ま
で 

い
つ
て
い
な
，い
。
し
か
し
こ
れ
は

—

と
く
に
独
在
資
本
主
義
下
の
価
値
法
則 

の
問
題
に
おi

て——

ぐ
、
丨
ク
だ
け
で
は
な
く
国
際
的
な
理
論
戦
線
の
た
ち
お 

く
れ
を
示
.す
も
の
で
知
つ
て
、
，
ミ
ー
ク
の
い
う

平
和
的
競
#_

_
そ

れ
が
か
り 

.■に
可
能
で
あ
る
と
し
て—

-

の
た
め
に
も
大
い
に
反
省
を
必
要
と
す
る
と
.こ
ろ 

.で
あ
ろ
う
0,
ン
.

':
,■
'
:
'■. 

. 

.
:
.

■'
.

私
と
し
で
は
、
む
し
ろ
>
.第
七
章
の
第
ー
節
で
限
I

命

の

.意

蕾

や

マ

ー

シ 

:

書
！！
.及
び
貂
介

 

•

ャ
ル
の
位
置
を
論
じ
た
り.'
ま
た
近
代
理
論
に
お
け
る
価
値
論
観
に
言
及
し
た 

部
分
が
大
ベ
.ん
お
も
し
ろ
か
っ
た
。

こ
の
書
物
の
中
の
リ
ヵ
I
ド
の
部
分
に
次

い
で
最
も
生
彩
に
富
ん
だ
部
分
で
は
な
か
ろ
ぅ
か
。
-

-
一
九
五
七
•
五
ニ
四

(
遊

部

久

蔵)

1

:
ク
ロ
ン
ロ
丨
ド

 

.

.':
'

ン『

社

会

主

義

的

再

生

産』

' -
'

:
ぐ

'.
'

.

5
I
.

>

^
o-
〇
H

P§
: 

C
O
U
H
a
J
m
c
T
s
e

-so
e

 

.
B
0
3
D
O
H
3
B
S
C
T
B
O
,

 

1
9
5
5
/

 

C
T
p
.

 

S6S.

,:
社
会
主
義
衽
会
の
経
済
循
環
が
い
か
な
る
原
理
.に
も
と
づ
い
て
お
こ
な
わ
れ 

て
い
る
の
か
•
.を
、.
明
！ら
か
に
し
た
い
と
い
う
こ.と
は
、
.ソ
ビ
工
ト
経
済
学
者
の 

.多
年
の
試
み
で
あ
っ
た。
.経
済
循
環
を
明
ら
か.
.に
す
る
,j

と
に
よ
っ
て
、
経
済 

計
画
の
方
法
が
明
確
に
な
る
と
い
う
点
に
あ
る
。

こ
の
よ

y
な
再
生
産
論
..•'尸 

■
P
ス
論
を
め
ぐ
石
問
題
社
、
わ
が
国
で
も
既
に
い
く
つ
.か
轺
介
さ
れ
て
い
る 

の
で
参
照
し
て
い
た
だ
ぎ
た.い
。
た
だ
現
茌
、
再
生
産
論
の
問
題
は
欢
の
よ
う 

な
観
点
か
ら
研
究
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
こ
5

0

:

.

第
一
；
は
.マV
ル
ク
ス
学
説
の
再
生
産
理
論
を
社
会
主
義
社
会
に
適
用
し
よ
う
と 

.す
れ
ば
、"
.そ
れ
は
い
か
な
る
形
態
を
と
る
か
と
い
う
点
で
あ
る
。

:ノ
第
--
:
に
赴
会
主
義
1

の
国
民
所
|

^
概

念
.:
'
生

遊
*
分

配

•
利
用
の
問
題

.第
三
.は
基
本
：

i

経
済
法
則
•計
画
的
：•均
衡
的
発
展
の
内
容
の
問
題
で
あ
る。

.

一
一
二 

(

六
六
三)

.



と
れ
ら
の
問
題
に
つ
い
て
、

ク
ロゾ
口
ー
ド
の
著
作
が
明
確
.に
答
え
て
い
る 

と
は
い
い
難
い
が
、
そ
の
努
力
は
評
価
し
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。
篇
別
構
成
は

. 

次
の
通
り
で
あ
る0

、

■'
.

:

,

■

第

一

箪

资

本

主

義

的.再
坐
産
の
マ
ル
ク
ス

.
1/
.
,丨
-
!ン
理
論
の

'.
:'

V

 

基

本

的

立

場
:

：

.

■ 

,

.

.

.

第
二
章
社
会
主
義
的

^ -
大
再
生
産
の
本
質

'

第
三
章
社
佘
主
義

.̂お
け
る
社
会
的
举
産
物
の
分
析 

、
第
四
章
社
会
主
義
の
国
民
所
得
 

\ 

こ 

第
五
：章

ノ

社

会

主

義

的

蔷

積
-.

: - 

弟
六
章
国
民
生
活
の
物
質
的
文
化
的
水
準
の
向
上

'

,

.■以
下
本
書
の
中
心
的
考
え
方
を
紹
介
し
よ
う
0
.

:

-
 

.

V
 

著
者
は
本
書の

序
文
に

お
い
て
、
を
^
主
_
«

^
の
本
質
的
客
観
的
経
済
法 

則
と
の
|
:
に
お
い
て
再
生
産
を
分
析
する
の
が
本
書
の
i

日
で
あ
る
と
述
べ 

て
い
る
。
 

ぐ

' 

.

，

そ
こ
で
ま
ず
マ
ル
ク
ス

•
レ
一
ニ
シ
理
論
の
解
説
を
行
な
っ
て
い
る
が
、
資 

本
主
義
社
会
に
お■け
る
生
産
手
段
の
優
先
法
則
に
つ
い
て
は
ふ
れ
て
い
な
い
。 

し
か
し
拡
大
再
生
産
に
お
け
る
生
産
手
段
優
先
法
則
は
、
社
会
主
_
社
会
で
は 

.特
に
強
調
さ
れ
る
こ
と

で
あ
る
か
ら
、■
理
論
的
に
.も
証
明
が
必
要
な
問
題
で
あ 

る
。
著
者
は
こ
れ
につ

い

て

は

九
◦
頁
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「

罾
ボ 

主
義
社
会
に
お
け
る
生
産
手
段
坐
産
の
優
先
法
則
の
作
用
は
、
資
本
主
義
の
他 

の
経
済
法
則
の
作
用
と
同
じ
ム
う
に
盲
目
的
且
チ
®
す
る
。
特
に
資
本
主
義
的 

独
占
の
'場
合
に
は
、
手
労
働
の
搾
取
に
よ
って
㈣

r̂
fl
i

p
 

•
超

過

利

_

を

得

る

一
一
-:(

六
六
.
S

こ
と
が
で
き
る
場
合
に.ゆ
、
；技
術
的
進
歩
を
阻
止
す
を
で
あ
ろ
う
。
資
本
主
義 

に
と
っ
て
技
術
向
上
に
よ
る
労
働
生
産
性
向
上
は
絶
#
的
意
味
を
も
た
な
い
。 

七
た
が
ァ
て
生
産
手
段
生
產
の
優
^
法
則
は
絶
対
的
意
味
を
資
ポ
主
義
で
は
も 

た
な
い
。
1-

-

.

;

.

.

一
 

次
に
社
会
主
義
的
再
生
産
の
定
義
に
入
ろ
う
。

..

V
.「

社
会
主
義
的
再
生
産
は
社
会
主
義
社
会
で
働
い
た
生
産
カ
の
再
生
産
お
よ 

び
す
ベ
て
.の
生
産
関
係
の
体
系
.に
基
づ
く
社
会
主
義
的
財
の
再
生
產
と
の
統
一 

で
あ
り
、
そ
の
過
程
は
罾̂

^
的
生
産
㈱

の
員
生
産
に
存
す
る

」
(

五 

一
s

o
 

そ

し

て「

社
会
主
義
的
再
生
産
の
本
質
は
社
会
主
義
の
基
本
的
経
済
法
則
に
明 

確
化
さ
れ
る
。

」
(

五
一1

頁>
。
「

社
会
主
義
的
再
生
産
の
主
要
な
問
題
は
社
会
の 

増
大
す
る
要
求
を
間
断
な
く
最
大
限
に
保
障
す
る
た
め
に
社
会
的
生
産
物
の
生 

産
と
.利
用
と
を
い
か
に.す
る
か
で
あ
る
。d 

(

五
コ
一
頁)

。

- 

社
会
主
義
的
再
生
産
が
資
本
主
義
的
再
生
産
と
異
な
る
基
本
的
特
長
は
、
搾 

取
が
：な
く
階
級
闘
争
：が
な
い
と
い
.う
点
に
あ
る
。

こ
れ
が
基
本
的
経
済
法
則
を 

貫
徹
さ
せ
、
せ
^

工
義
的
再
生
摩
の©

^
の
合
法
則
性
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
。 

⑴
生
産
手
殺
生
産
.の
優
先
的
増
大
会
主
萎
的
蓄
積
⑶
物
質
的

.
文
化 

的
水
準
の
増
大
、
⑷
計

画

的.
均
衡
的
発
展
.
が
こ
の
合
法
則
性
で
あ
る
。
以 

下
の
各
章
は
こ
の
説
明
に
あ
て
ら
れ
る
。

し
か
ら
ば
ま
ず
社
会
主
義
社
会
で
社
会
的
総
労
働
は
い
か
に
分
配
さ

れ

る

 

か
。
こ
れ
は
生
産
的
労
働.>
は
何
か
の
問
題
で
も
あ
る
。
生
産
的
労
働
の
基
本 

的
要
素
は
次の
も

め

で
あ
名
。
( a
)

生
産
的
労
働
は
住
民
の
要
求
の
た
め
に
物
質 

的
消
費
価
値
を
創
り
だ
す
赞
働
で
ぁ
り.、
.人
間
と
自
然
と.の
間
の
：物
質
代
謝
で

あ
る
。
(b
)
生
産
的
労
働
の
機
能
は
物
質
的
生
産
で
あ
る
。
(0
)
生
産
的
労
働
は
非 

生
産
的
労
働
の
機
能
化
の
た
め
に
物
質
的
土
台
を
創
り
だ
す

。

.

.
：

'

:

,

:

.

か
く
•て
社
会
の
総
労
働
は
生
産
的
と
非
生
産
的
に
分
け
ら
れ
る
。
そ
し
て
生 

産
的
労
働
の
生
産
物
は
基
本
的
に
，は
物
的
形
態
を
も
マ
て
い
る
が
、
物
的
サ

I 

ビ
ス
で
あ
る
こ
と
も
あ
り

(

逝
輸

.
通
信)

、
.
ま
た
生
産
的
労
働
と
.社
会
的
に 

有
用
な
労
働
と
は
同
義
で
は
な
い
。
'更
：に
生
産
的
労
働
ば
筋
肉
労
働
>
同
じ
で 

は
な
い
こ
と
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
い'る
。
;

‘：

次

に

著

港

はr

社
会
的
生
産
物
の
生
産'
•
.
分

配

,
利
用
が
い
か
な
る
比
率
で 

な
さ
れ
る
か」

と
い
ぅ
問
題
を
提
起
す
る‘。

こ
れ
は
い
わ
ば
計
画
的
•
均
衡
的 

発
展
の
法
則
で
あ
る
。「

計

画

的
.
，.均
衡
的
発
展
：の
法
則
は
社
会
王
義
経
済
の 

法
則
で
あ
り
、
そ
れ
故
に
社
会
主
義
的
再
生
産
の
法
則
.で
あ
る
。
計
画
的
、
均'
. 

衡
的
発
展
の
法
則
は
社
会
的
再
生
産
の
均
衡
あ
る
体
系
の
遵
守
を
要
求
す
る

」 

(

八
四
直)

。
 

. 

'

さ
て
計
画
的•

均
衡
的
問
題
に
つ
い
て
は
、
著
者
は
も
ち
ろ
ん
マ
ル
ク
ス

.

レ
I

一
一
ン
の
再
生
産
論
に
し
た
が
ぅ
。0
を
補
償
フ
ォン
ド

、
V
を
自
B

の
た 

め
の
坐
産
物
フ
ォ
ン
ド
、

M
を
社
会
の
た
め
の
生
産
物
フ
ォ
ン
ド
と
し
て
ニ
部
. 

I
：

分
割
を
採
用
す
る'(

一
八
ニ
頁)

。

：

:

ま
ず
彼
は
一
般
的
拡
大
再
生
産
の
条
件
と
し
て
次
の
-*
ー
つ
を
あ
げ
る
.

(

一
八 

五
頁)

。 

.

(
1
)
f
>

i
(
c
+

v
)
+

i
i
3

+
v
)

'

.
®

I
(
V
+
M
)
〉

I
I
C
.

 

,

書
評
及
び
紹
介

.•

(2
)
'は
ょ
く
使
わ
れ
る
拭
大
苒
生
産
の
条
件
で
あ
り
、
⑴

は
M

Q
存
在
を
強
諷
す 

る
条
件
で
あ
る
。、
,.
;

- 

.
 

:'

-

■

..

.
こ
の
：ょ
ぅ
に
社
会
主
義
的
再
生
産
と
資
本
主
義
と
の
差
は
、
計

画

的

.
均
衡 

的
な
所
に
あ
る
:°
ブ
,，
ジ

ョ
-7
経
済
学
者
ア
.フ
\タ
リ
オ
シ
や
力
ッ
セ
ル
は
、
社 

会
主
義
で

'も
再
生
産
過
程
の
不
均
合
か
ら
恐
慌
が
く
る
と
論
ず
る

(

一
八
七 

頁
>
。
-1
.
か
し
社
.会
主
義
的
拡
太
再
生
産
に
と
つ..て
物
質
的
予
備
は
、
均
衡
的
発 

_

展
の
た
め
に
不
可

_夂
で
あ
る
。

»

¥
王
義
で
は
：恐I
が
再
生
産
過
程
：の
不
変
の 

形
で
あ
り
、
社
会
主
義
で
は
：恐
慌
は
な
く
、
.計
画
的
且
不
断
の
拡
大
再
生
産
の 

へ
形
：で
.あ
る
.(

ー
>\
:九
頁
>
。

：
'
:
.
.
つ

• 

.

'

社
会
的
生
産
物
再
生
産
の
第
、.

1.

の
重
要
な
る
均
衡
は
、
第
‘一.
.
第
ニ
部
^

の 

■
均
衡
で
あ
る
。
摅
大
再
生
産
の
：1
般
的
要
洇
は
第
ー
部
?5
の
生
產
の
優
先
的
増 

大
で
あ
る 

'

(

一
九
0
.頁)

。「

激
し
い
技
術
的
進
歩
と
急
速
な
社
会
主
義
拡
大
再 

生
産
テ
ム
。ホ
を
反
映
す
る
第1:

部S
：

の
優
先
的
増
大
が
法
則
で
あ
る」

(

一
九 

ニ
.頁)

。「

そ
の
：時
、：

政
府
の
目
的
で
社
会
主
義
社
会
は
部£

間
の
関
係
•
発
展 

テ
ム
.ポ
を
変
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
故
第
.一
第
二
部5

：

の
ッ
リ
合
い
と
は 

弾

力
性c

3
;
I
a
c
T
H
H
0
c
r
5
、

融

通

性

(
n
o
s
H
S
H
O
C
m
)

で
あ
る
。
し
か
し 

拡
汰
社
会
生
義
再
生
産
の
高
い
テ
ム
ポ
と
技
^

g
Ti
歩
を
反
映
す
る
第
一

0
0 

の
：系

統

的

優

先

，的

発

展

は

す

べ

て

に

際

し

v

法
則
で
あ
る」

(

一
九
二
頁)

。「

拡 

大
再
生
産
の
均
衡
の
発
展
の
重
要
な
特
長
の
ー
つ
は
社
会
的
生
産
の
発
展
と
消 

費
の
^;
展
4

の
計
画
的一

致
で
あ
る」

/(

一
九
八
頁)

。

' 

,

,

最
後
に
国
民
所
得
の
循
擺
図
•を
彼
に
し
た
が
つ
て
図
示
し
て

お
こ
ぅ
。

,:

域
上
が
本
« ,
が
‘要
3日
：で
あ
る
が
、
.彼
の
試
み
た
再
生
産
表
式
の
社
会
主
義
へ

. 

二
：
 

ニ
ニ 

(

六
六
五)
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一
 

i

四

(

六
六
六)

’

■'
の
適
用
は
余
り
に
単
純
で
あ
り
、
重

工

業

優

： ■

巻
.で
、
.社
会
主
義
で
は
剰
余
労
働
と
必
要
労
働
と
に
分
け
ら
れ
な
い
と
述
べ
て 

へ
^

-'
つ(

て
も
説
得
的
で.な
，い
し
、

：

生
産
的
い
る
の
を
引
用

^
て
^
る
' «
第
三
卷
で
は
分
離
が.「 1

跌
に
常
に
本
質
的
で 

国
民
所
得
の
概
念
も
公
式
的
な
憾
み
が
あ

-.
:

-

_;f
e
方
1-
-
と
述
べ
て
い
る.こ
と
を
無
視
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
，

(

加

藤

.寬)
■ 

.

.

.る

.0
し
か
し
こ
れ
ら
の
重
要
な
問
題
に
つ
レ
：

し
‘

：

'
.
.

V

I

:

.

(

近
く
ま
と
め
て
論
じK

で
、'.
.
.こ
こ
で
は
省
略
し
て
お
き
、

ニ

 

•三

の
.:
.

。：
細
か
：い

点

裏

げ

て

み

よ

う

？
 

.

''
.

.
 

^
.
•『

ミ
ル
と
マ
ル
ト
ク
ス

』

:

:
;労
働
カ
の
再
生
産
に
は
、
労

寶

：の
数
の
'

ぃ'-
.'
:,
丨

へ
—

大

* i
w
.

の

向

上

も

必

要

で

あ

る

の

に

触_

本
主
義
体
制
の
矛
盾
が
労
働
者
階
級
の
窮
の
階
級
対
立
を
適
じ

. 

れ
ら
れ
て
い
.な
い
。
第
六
章
.の
生
活
水
準
の' 

て
鋭
く
表
面
化
し
て
き
た
一
九
世
紀
中
葉
、
と
も
に
こ
の

「

現
実
を
批
判
的
.
. 

句
上
で
は
、
ひ
た
す
ら
統
計
に
よ
づ
て
外
国
前
進
的
に
方
向
づ
け
よ
う
と
す
る
思
想
家

」

上
し
て
あ
^
わ
れ
た
マ
ル
ク
ス
と 

:

と
の
比
軟
な
ど
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
に
：す

ぎ''
.

'ミ
ル
が
、

い
れ
：に
し
て
、
ま
た
何
故
に
、
非
常
に
異
な
る
思
想
体
系
を
き
づ
き 

な
い
。
：
更
に
彼
が
用
い
る;-
,

「

均
衡」

，「

弾
力
.

あ
げ
、
全
く
異
な'る
方
向
に
®

K

打
開
：の
道
を
も
と
め
て
い
っ
た
の
かI

こ
. 

.
性

—
の
薇
念
が
明
確
で
な
い‘

つ
り
あ
い」

の
問
題
意
識
が
綿
密
で
体
系
的
な
研
究
の
な
が
に
.一
貫
し
て
、
し
かI

実
に 

と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
彼
の
つ
ら
ぬ
か
れ
て
い
る
た
め
、
本
書
は
ま
こ
と
に
み
ご
と
な
迫
力
あ
る
も
.の
と
な 

重
工
業
優
先
の
根
拠
は
過
去
の
ソ
ビ
エ
ト
の
?て

い

る

。

そ

こ

に

は

「

一

一
つ
の
経
済
学
の
対
決

」

パ
と
い
う
最
近
'©.分
析
に
と 

発
展
が
そ
う
で
あ
っ
た
か
ら
と
い
う
所
に
お
か
く
み
ら
れ
が
ち
な
皮
相
性
や
安
易
さ
は
す
こ
し

^

い
じ
ら
れ
な
い
。

'か
れ
て
.い
る
よ
う
で
、
：そ
の
法
則
の
絶
対
的

 

X

■

■

X 

X

意
義
が
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
。■彼
は
農
業
生
本
書
は
第
一
部

「

マ
ル
ク
ス
経
済
学
の
基
本
篇

-

T

と
、
第

二

部
7

.

S

.
 

産
物
が
ニ
つ
の
M

に
分
け
ら
れ
る
こ
と
を
ミ
ル
に
お
け
る
社
会
主
義
の
問
題

」

と
か
ら
な
っ
て
い
る
。

示
し
な
が
ら
建
設
部

£
：

生
産
物
を
忘
れ
て
い
第
一
部
。まずマ

ル
ク
ス
経
済
学
の
基
本
的
視
角
が
'
一
痧
あ
た
え
ら
れ
た
段 

る
。
' ま
た
彼
は
、
マ
ル
ク
ス
が
資
本
論
第
一
階
と
し
て
、
一
八
四
西
年
エ
ン

V

ル
ス

.

.

『

経
済
学
批
判
大
綱

』
(

第
一
章

)

A

同
年
マ
ル
ク
ス

『

経
済
学

.
哲
学
手
稿

』
(

第
一
一
章

-

)

が
と
り
あ
げ
ら
れ
る
。

第I

章
で
は
渡
英
前
す
.で
に
共
産
主
義
的
思
想
へ
の
一
歩
を
ふ
；み
だ
し
て
い 

たH

ン
ゲ
ル
ス
が
、
マ
ン
チH

ス
タ
'丨
で
資
本
主
義
の
な
ま
な
ま
し
い
現
実
を 

身
ぢ
か
に
観
察
す
る
こ
と
に
ょ
っ
て
、「

経
済
^ilik」

(

傍
点
引
用
考
•似
下
同 

様)

が

「

近
代
世
界
に
お
.い
て
は
、
決
定
的
な
歴
史
的
力
で
あ
りJ

,「

階
級
対 

.
立

の

お

こ

る

基

盤

で

あ

る

」
(

エ
ン
ゲ
ル
ス)

こ
と
を
痛
切
に
自
覚
し
、
自
由
主 

義
経
済
学
の
批
判
を
通
じ
て
私
有
財
産
制
に
お
け
る
競
争
の
不
道
徳
性
と
非
人 

間
性
、
競
争
の
.発
展
の
歴
史
的
必
然
性
を
明
確
に
し
、
そ
れ
を
基
軸
と
し
て
経 

済
的
運
動
の
^
^
結
を
追
求
し
て
い
っ
た
視
角
と
論
理
が
え
が
ぎ
だ
さ
れ
る
。

第
二
章
.で
は
マル
ク
ス
の

人

間

の

自

己

の

認
㈱
、
人
間
解
^

と
い
う
ヒ 

:

ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
が
、い
わ
ゆ
る
コ
ー
一つ.

の
源
泉
の
批
判」

，
.の
融
合
にょ
っ

て
、 

疎
外
を
う
み
だ
す
経
妒
的i

係——

私
有
財
産
制
に
お
け
る
分
修

—

の
.研 

究
に
し
ぼ
ら
れ
、「

労
働
の
自
己
疎
外.と
そ
の

止
揚」

ど
い
5:

認

識

に

結

晶

し.
 

て
い
く
点
が『

手
稿1

,

に
：お
い
て——

，

「

最
も
•原
初
的
形
態j:.

で
そ
は
あ
る
が 

|

解
明
さ
れ
る
。
，
.
'

-

.

... 

■ 

:
.
v
:
:
:
:
.

こ

う

し

て

前

半

で

は

経

済

分

析

の

基

本

的

視

角

^
,
独

自

的

な

歴

史

観

：
“
人

間

V 

観
を
も
と
に
し
て
、「

経
済
的
事
実」

.の

.韻
い
観
察
を
媒
介
と
し
つ
つ
う
み
だ
' 

さ
れ
，て
い
っ
た
過
程
が
お
さ
え
ら
れ
：る

が
し
か
U
他

面

で

：は

か

か

：る

.基

本

的. 

認

識

：か

ら

経

済

4
=

『

資
本
論』

体
系
が
確
立
さ
れ
る
た
め
に
は
：一：一
十
年
余
の 

「

访

る

か

：に

遠

い

刻

苦

に

み

ち

だ

靈

過

程

.

一

が
必
要
セ
あ
.マ
た
と
、
-：
わ
龙 

こ
の
.経
済
.学
研
统
に
ょ
'
.っ.て
思
想
自
.体
が
：ま
す
ま
す
確
固
た
る
も
の
と
な
づ
て 

い
つ
た
こ
と
が
強
調
さ
れ
、
こ
.の
点
が
後
半
の
テ_

マ
と
さ
れ
る
。
こ
C
で『

手

稿』

以
前
と

『

資
本
論

』

段
階
を
、
哲
学
者
マ
ル
ク
ス
と
経
済
学
者
マ
ル
ク
ス 

と
い
う
よ
う
に
機
械
的
に
對
立
さ
：せ
た
り
、
あ
る
い
は
反

対

に『

手
稿』

の
な 

か
に『

資
本
論』

の
論
理
を
直
接
的.に
よ
み
と
り
、
経
済
学
確
立
の
罟
難
と
そ
の 

意
義
を
見
失
う
傾
向
を
批
判
し
、

マ
ル
ク
ス
^-
済
学
の
形
成
と
#
質
を
思
想
と 

S

S

で
把
灰
4 
}
と
す
る
，

の
意
欲
的
立
場
に注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

' 

.
さ
て
後
半
で
.は
四
八
年
革
命
の
敗
北
後
、
亡
命
地
ロ
.ン
ド
ゾ
で
再
開
さ
れ
た 

経
済
学
の
系
統
的
研
究
の
過
程
で
、
T

f
さ
れ
た
労
働」

と
い
う
初
期
の
認
識 

'
が
、
商

品
;*
価
値
の
分
析
を
基#
い
い
’

.

(

絶
対
的)

剰

余

濃

論

に

結
#
し 

た
点
|

標

準

労

働

日

を

め

'

-<
'

る

労

資

の

激

し

い

搿

立

に

办

ん

す

る

正

し

い

洞
 

察
が
こ
れ
を
可
能
に
し
た
点|

(

第
三
章)

、

こ
の
必
要
労
働
と
剰
余
労
働
の 

概

念

が「
『

資
本
論1

め
.基
礎
範
疇」

と
し
て
も
：つ
®

 

.

(

第
四
章
前
半)

が 

解
明
さ
れ
る
。
た
だ
し
労
働
が
人
間
に
と
っ
て
、
歴
史
の
発
展
に
と
っ
て
も
つ 

意
義
.は

：

「

も
は
や
単
な
る
マ
：ル
タ
ス
経
済
学
の
間
題
た
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、

マ 

ル
：.ク
'
.ス
.の
人
間
観
な
.い
し
世
界
観
に
も.か
.か
：.わ
る
間
題
で
も
あ
る

」

.(

九
は
著 

者
の
，傍
S

か
ら
、
必
要
労
働
と
剰
余
労
働
の
概
念
が
.ひ

と

り「

於
§

の
経
済 

学
の
み
な
ら
ず
広
義
の
経
済
学
'の
研
究
に
対
•し
て
も
有
す
る
決
定
的重
要
性」

を
理
解
す
べ
き
で
：あ
る
と
ざ
れ
る

(

第
四
氧
後
半)

。

；

.

.

以
.上
第
.

一

.部
の
雛
想
は
、.

『

手稿
』
-:>『

資
本
論』

：を
つ
.
.ら
ぬ
く
基
本
線
を「

労 

働
の
.疎
外
と
そ
の
止
揚」

と
.
.
.
い
う
認
識
に
も
と
め
、
こ
れ
こ
そ
が
マ
ル
ク
ス
経 

済
学
ひ
.い
.，て
は
思
想
体
系
の
塞
軸
を
办
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
そ

の 

理
論
化
'の
過
程
と
'理
論
内
容
.の
分
析
’に
よ
っ
て
マ
ル
ク
メ
経
済
学
の
形
成
と
そ 

の
基
本
的
性
格
を
思
想
の
成
熟
と
め®t

で
把
：え
よ
う
と
し
た
も
の
と
理
解
さ


